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市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
１
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９
時
に
、
上
越
地
域

消
防
事
務
組
合
管
内
の
各
消
防
署

に
お
い
て
、
地
上
１
メ
ー
ト
ル
で

測
定
し
た
値
（
月
間
の
平
均
値
、

最
小
値
、
最
大
値
）
は
、
い
ず
れ

も
通
常
の
値
で
あ
る
毎
時
０
・
０

１
６
～
０
・
１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
範
囲
内
で
し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
ご
注
意
を

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５

（
微
小
粒
子
状

物
質
）
は
、
粒

径
が
と
て
も
小

さ
い
こ
と
か
ら
肺
の
奥
ま
で
入
り

や
す
く
、
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
濃

度
が
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
と
き
、
県
は
注
意
喚
起
情
報
を

発
表
し
、市
で
は
防
災
行
政
無
線
、

防
災
ラ
ジ
オ
、
安
全
メ
ー
ル
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
発
表
の
有
無
は
電
話（
☎

０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
０
４
）

で
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
注
意
喚
起
情
報
が
発
表
さ
れ
た

と
き

・�

屋
外
で
の
活
動
や
外
出
を
で
き

る
だ
け
減
ら
す
。
外
出
す
る
際

は
、
微
粒
子
の
捕
集
効
果
の
高

い
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

・�

換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最
小

限
に
す
る
。

・�

呼
吸
器
疾
患
や
循
環
器
疾
患
の

あ
る
人
、
小
さ
な
子
ど
も
や
高

齢
者
は
影
響
を
受
け
や
す
い
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

慎
重
に
行
動
す
る
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

廃
棄
物
の
野
外
焼
却（
野
焼
き
）

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
い
わ
ゆ

る
野
焼
き
。
法
の
基
準
を
満
た
さ

な
い
焼
却
炉
な
ど
で
の
家
庭
ご
み

の
焼
却
を
含
む
）
は
、
法
律
で
原

則
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
発
生
の
ほ
か
、
火
災
や

煙
害
に
よ
り
地
域
の
皆
さ
ん
に
迷

惑
が
か
か
る
た
め
、や
め
ま
し
ょ
う
。

　
違
反
し
た
場
合
、
罰
則
（
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
併
科
）

が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

も
の

・�

国
、
地
方
公
共
団
体
が
施
設
管

理
の
た
め
に
行
う
必
要
な
焼
却

・�

災
害
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
焼
却

・�

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
の
た
め
の
焼
却
（
ど
ん
ど

焼
き
な
ど
）

・�

農
林
漁
業
の
た
め
の
や
む
を
得

な
い
焼
却
（
漁
網
に
付
い
た
海

産
物
の
焼
却
な
ど
）

・�

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行

わ
れ
る
軽
微
な
焼
却（
た
き
火
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
う

際
の
木
く
ず
の
焼
却
な
ど
）

問
生
活
環
境
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１

１
、
内
線
６
１

７
・
８
１
１
１
）

剪
定（
せ
ん
て
い
）枝
は 

町
内
の
集
積
所
へ

　
３
月
か
ら
４

月
に
か
け
て
、

剪
定
枝
を
ク

リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
持
ち
込

む
人
が
増
え
、
受
け
付
け
や
荷
下

ろ
し
場
所
が
混
み
合
い
ま
す
。
で

き
る
限
り
、
町
内
の
ご
み
集
積
所

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込

む
場
合

・�

積
荷
を
固
定
し
、
荷
台
に
シ
ー

ト
を
掛
け
る
な
ど
、
道
路
上
へ

の
枝
木
の
落
下
、
飛
散
防
止
を

確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

大
き
さ
制
限
＝
長
さ
３
メ
ー
ト

ル
以
下
、
直
径
20
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
下
。

●
集
積
所
に
出
す
場
合

・�

長
さ
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以�

下
、
直
径
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
下
に
し
て
、
ひ
も
で
束
ね
る

か
、
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

剪
定
枝
は
、
指
定
ご
み
袋
の
使

用
や
指
定
シ
ー
ル
の
貼
付
は
不

要
で
す
が
、
冬
囲
い
な
ど
で
使

用
し
た
木
や
竹
を
出
す
場
合
に

は
必
要
で
す
。

問
生
活
環
境
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１

１
、
内
線
４
１

２
２
、
４
１
２

３
）歴

史
博
物
館・高
田
城
三
重
櫓
の 

開
館
時
間
の
延
長
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
観
桜
会
期
間
中
（
4
月
3
日
㊎

～
19
日
㊐
）
は
、
開
館
時
間
を
延

長
し
、
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。
ま

た
、
会
期
中
は
三
重
櫓
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。
※
桜
の

開
花
状
況
に
よ
り
、
一
部
事
業
の

前
倒
し
開
催
や
会
期
の
延
長
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
館
時
間　

時
4
月
3
日
㊎
～
19
日
㊐
＝
午
前

9
時
～
午
後
7
時　
※
観
覧
券
の

販
売
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

●
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

時
日
没
～
午
後
10
時

問
歴
史
博
物
館

（
☎
０
２
５
・

５
２
４
・
３
１

２
０
）

～
直
江
津
か
ら
佐
渡
島
へ
～ 

小
木
直
江
津
航
路
の
運
航
が
再
開
し
ま
す

　
３
月
20

日
㊎
・
㊗

か
ら
11
月

23
日
㊊
・

㊗
ま
で
、

直
江
津
港

と
小
木
港

を
結
ぶ

カ
ー
フ
ェ

リ
ー
が
運
航
し
ま
す
。

　
友
好
港
湾
都
市
で
あ
る
佐
渡
市

は
、
世
界
文
化
遺
産
の
「
佐
渡
島

の
金
山
」
や
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る

「
宿
根
木
」
や
「
小
木
町
」
な
ど
、

魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
直
江

津
か
ら
佐
渡
へ
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

問
佐
渡
汽
船
直
江
津
総
合
案
内
所

（
☎
０
２
５・５
４
４・１
２
３
４
）

営
業
時
間
＝
午

前
８
時
30
分
～

午
後
５
時（
㊐
、

㊗
は
休
み
）

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは


